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研究成果の概要（和文）：西太平洋低緯度海域は全球規模の気候システムにとって重要な地域である．浅海域に生息す
る二枚貝類は，高時間精度で生息場の環境や生態情報を記録している．本研究では熱帯域に生息する現生二枚貝貝殻を
用いて，微細成長縞解析と生物地球化学分析を行なった．その結果，熱帯域に生息する二枚貝類の成長縞付加パターン
や海水温や塩分の情報を記録していることが明らかとなった．さらに台風などの日レベルの気象情報も復元できる可能
性が示された．

研究成果の概要（英文）：The low-latitute area of the western Pacific assumes an important role in Earth's 
climate system. Intertidal bivalves record various environmental and ecological changes. In this study, sc
lerochronological and bio-geochemistry measurements in shell portions of several species of tropical bival
ve shells collected from various sites were analyzed.  Shell growth and oxygen isotope patterns of these s
pecies are controlled by seasurface temperature and salinity. Furthermore, it will be possible to reconstr
uct daily level events such as typhoon.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

 現在，世界人口は 68 億人にまで爆発的に

増えた結果，人間活動に伴う二酸化炭素濃度

の増加とそれに起因する地球温暖化などの

環境変動によって，環境・生態系などが大き

な変貌を遂げつつある．このような急激な環

境変動の実態とそれらが生物に与える影響

を，高時間精度・高分解能で明らかにするこ

とは，将来の地球環境の変動予測や自然生態

系の保全を考える上で極めて重要な課題で

ある．西太平洋の低緯度域は地球規模の気候

変動が顕著に現れていると予想される海域

にも関わらず，時間解像度の高い長期データ

が乏しい．よって，西太平洋低緯度域の浅海

海洋環境情報を，日精度で明らかにすること

は，大気海洋相互作用解明に向けて，新たな

知見を得られるばかりでなく，熱帯域のみな

らず全球的な気候・気象予測へつながるデー

タを提供できる可能性を示している． 

 

２．研究の目的 

 二枚貝貝殻は付加成長によって形成され，

その内部には様々なオーダーの成長縞があ

り，個体発生を通じての成長や生息場の環境

情報を記録している．そこで，本研究では，

二枚貝貝殻を用いて，微細成長縞クロノロジ

ーと生物地球化学分析を応用することによ

り，西太平洋低緯度域における気候・環境変

動を，日から数百年の時間精度で明らかにす

ることを目的とした． 

  

３．研究の方法 

(1) 野外調査および試料採集 

沖縄本島の干潟において，現生貝殻採集

および生息環境調査のための野外調査

を行った．さらに，これまでの調査で得

られていたフィリピン，セブ島や西表島

の二枚貝試料を用いた． 

(2) 微細成長縞形成周期の解明 

貝殻を最大成長軸に沿って切断，研磨後，

Mutvei溶液（Schöne et al., 2005）により

染色を行い，デジタル顕微鏡により微細

成長縞画像を撮影し，研究対象とする全

ての種の微細成長縞および年精度の形

成周期の確認を行う． 

(3) 微細成長縞付加様式の時間軸の挿入と

成長を支配する環境要因の特定 

(2)の解析を基に，貝殻断面へ日〜年レ

ベルの時間目盛りを入れ，微細成長縞付

加パターンと海洋環境データと比較す

る．  

(4) 貝殻中の酸素同位体比（δ18O）の高分解

能分析による環境プロキシの探索およ

び西太平洋低緯度域における環境・気候

変動情報の抽出 

(3)と同じ個体を用いて，微細成長縞毎

に，δ18O 分析を行い，日精度で西太平

洋低緯度域における気候・海洋環境変動

の復元を試みる．  

  

４．研究成果 

(1) 研究対象の選定 

収集した試料の中から，貝殻断面に明瞭

な成長縞がみられた，マルスダレガイ科

（カガミガイ：フィリピンセブ島，オイ

ノカガミ：西表島，ユウカゲハマグリ：

西表島）およびザルガイ科（カワラガ

イ：西表島，沖縄本島）二枚貝類を本研

究に適した種として選定した． 

(2) 微細成長縞形成周期の解明 

カガミガイ，オイノカガミ，カワラガイ



(3) 

(4) 

およびユウカゲハマグリ貝殻

微細成長縞解析

二枚貝類の最小オーダーの微細成長縞

は生息場の潮汐周期を反映した朔望日

輪であることが確認された

 微細成長縞付加様式と殻成長の支配要

因の特定 

微細成長縞付加様式と生息場付近で測

定された環境情報と比較したところ，西

表島に生息するカワラガイの成長量は，

50〜250μm

にかけて増加，秋から冬に減少する季節

変化がみられ，海水温変動の影響を大き

く受けている

た，中-高緯度に生息する多くの二枚貝

類は，冬季の低海水温期に成長を停止さ

せて成長障害輪（冬輪）を形成するが，

本研究においては解析した全ての個体

に明瞭な成長障害輪

〜4 月の期間は幅の狭い微細成長縞が

観察された．このことから，低緯度域に

生息する種は年間を通じて貝殻を成長

させ，年輪を形成しない可能性が示唆さ

れた．  

 西太平洋低緯度域に生息する二枚

殻中の δ18O

生態復元 

ユウカゲハマグリ貝殻

析の結果，-

およびユウカゲハマグリ貝殻
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表島に生息するカワラガイの成長量は，

250μm の範囲で変動し

にかけて増加，秋から冬に減少する季節
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く受けていることが明らかとなった．

高緯度に生息する多くの二枚貝

類は，冬季の低海水温期に成長を停止さ

せて成長障害輪（冬輪）を形成するが，

本研究においては解析した全ての個体

に明瞭な成長障害輪は認められず，

月の期間は幅の狭い微細成長縞が
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O 分析による生息場の環境・

ユウカゲハマグリ貝殻を用いた

-3.06〜-0.55‰
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高緯度に生息する多くの二枚貝

類は，冬季の低海水温期に成長を停止さ

せて成長障害輪（冬輪）を形成するが，

本研究においては解析した全ての個体

は認められず，11

月の期間は幅の狭い微細成長縞が

．このことから，低緯度域に

生息する種は年間を通じて貝殻を成長

させ，年輪を形成しない可能性が示唆さ

貝貝

分析による生息場の環境・

O 分

の範囲で変動

 以上の結果により，二枚貝貝殻を用いて，

微細成長縞解析と

ことにより，日レベルで生息場の環境や生態

情報を得ることができ

間精度で生物と環境の相互作用を明らかに

する

が示された

気象状況や，分析機器の不調などにより大幅

な計画の修正があった．今後も継続して研究

を遂行し，西

十年スケールの大気海洋相互作用
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